























































































高度化し、 自律的に行われる ( 中略）生徒や学校、地域の実態等に応じて ( 中略） 























































































































れを手作りの新聞にして、校区 1000 の全戸に 3 年生が配布した。そして、2 年
生に発表を行う。「自分でやったら、自分で実験して考える力がつく」と書いた
子どもがいた。岸本はこの実践の様子を「学級通信特別号」として配布する。そ
れを見た保護者から手紙をもらう。「洗濯機の前で『お母さん合成洗剤使っとる
やろ。すっごく光っとったで（蛍光剤）。川が汚れるやで。あかんねんで。』子ど
ものことばで洗剤を変えきっかけになりました。このホタル学習で子どもたちに
『見えない学力』をつけていただいた。」そして、役場職員が河川環境管理財団の
助成を勧めてくれたことが機会で、全校で東条川を軸とした生活科・総合的な学
習の取り組みを始めることになる。低学年は、東条川の上流に行き、サワガニを
捕ったり、川遊びを思いきり楽しみ、中学年は水生生物や魚の調査、高学年は専
門家を招いて川の汚れの原因、地球環境問題の学習まで進めた。教職員は東条川
の上流から下流までの水質調査をし、PTA は東条川親子クリーン活動や東条川
学習を手作りポスターにまとめ、東条町広報誌に東条川学習を毎月記載させても
らう。
5．共同の学びがつくる政治的判断力と自治
（1）学級崩壊を超える
学級崩壊の原因は容易にはわからない。学級崩壊の要因は、山崎によれば (1)
子どもたちのストレス、苛立ちやムカツキであるが、その原因がどこにあるのか
何なのかわからない。そうした納得のできない思いが、他の子どもの苛立ちや不
全感と連動し、強化されて攻撃性へと転化する。とりわけベテラン教師は、自分
シティズンシップの獲得に向けて～子どもが生きる主体となる「学び」・「総合」と生活指導を中心に
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の指導の型を持っており、教師が指導する方針に対して、苛立ちや反抗を持つ子
どもも生まれる。ベテラン教師のやり方に拒否する子どもがいることは想定しな
ければならない。教師は自分の理想や目標を掲げることが少なくないが、いった
んはそれを置いて、子どもの率直な声や思いを聴き取りながら、彼らの特有の表
現や言動やこだわりをとらえ、教師の思いや願いを重ね合わせていくことだ。
学校の管理的な体制が子どもの根深い反発を蓄積させている例も少なくない。
子どもに合うと思われるゲームや学級内クラブを多様に行うことで、自分の居場
所を見つけ、最初は拒否していた子どもたちが、少しずつ柔らかく反応し、変わっ
てくる実践例もある。特に、豊かで楽しい学びの世界に子どもを誘うことは、教
師に対する尊敬を生み出す。その結果教師に対する攻撃性が和らぎ、子どもの教
師に対する目が変わってくる。同時にそれは、子ども同士の関係をつくり出して
いく。岸本が学級崩壊を越えたのはこれがきっかけであろう。
（2）地域は社会力を育てる
門脇厚司はその著書で (2) 社会力とは、社会に適応する社会性と異なり、社会
を作り上げていく能力や意欲だと言う。つまり、社会性が既存の社会への適応を
旨としているのに対して、社会力は社会の革新を志向する概念だと位置づける。
シティズンシップとほぼ同義だと言って良いだろう。社会力の基盤は他者を認識
する能力であり、今一つは他者への共感能力であるという。他者への認識とは、
他者の社会的立場や位置が理解でき、共感能力とは相手を直接知っているとかに
拘わらず誰かを心にかけているということであると指摘する。そして相互行為す
る他者を、日常生活圏を越えて、世界に広く求めていくことが重要だと言う。岸
本実践は、まさに地域に他者を求めている。社会力の基盤とは、生活指導、学級
づくりがつくる力でもある。今我々は、地域社会に生きると言っても、その地域
の共同性は事実上崩壊し、生活に不便であれば、役所に苦情を言うか、我慢する
かしか思い浮かばない。いわば大人の社会力が崩壊しているのである。しかしな
がら、個々バラバラになってはいるが、地域社会には多様な職種の人がおり、そ
の道の専門家も少なくない。古くからの地域の歴史を知る人もいるだろう。まし
てや地域には、川も畑も寺院も駅も工場も公園もある。義務制の学校はもともと
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地域の共有財産の性格を持っていた。学校にとって社会力を形成する場は地域を
外してはないといえよう。岸本実践はそうした、地域を見つめ、地域に学び、子
どもの社会力を育成した実践といえよう。
（3）政治的判断力と自治を育てる総合学習、東条川学習
東条小学校の子どもたちは、「学ぶ意味」も実感できず、友だちとのつながり
もなかった。しかし川学習では子どもたちが、まず体を動かし、物（生き物）に
触れ、体感することから始まる。水が美味しくないこと、エビや稚魚がシャンプー
の中で生きられるのか実験も行う。驚きの連続が続く。しかもそれを学びの共同
の課題につなげていくことで、担任もいないなか参観日を実現するというような、
授業づくりの自治も育む。岸本の実践は、具体的な生活現実から自己の生活を見
直し、批判的に社会を作り変える主体として子どもが参加するものだ。そして、
自己と他者にとっての意味と真実の探究を重視し、社会のあり方を批判的に読み
解く共同の知を育んでいる。しかも、岸本は役場の課長と対話をしくみ、新聞社
を招くなど、自分たちがどのように社会に批判的に主体的に関わるのかを問うて
いる。大人・親・友人の他者性（異質性）を認識、体感し自分の中に多様な他者
性の葛藤をつくるものでもある。これはこどもたちに政治的判断力を形成してい
るといえる。同時に岸本は、総合学習を劇などの自治活動、表現活動ともつなげ、
他者性と身体性を培う学習を形成している。子どもたちを共同的学習主体から自
己教育主体へと育み、新たな自己像・社会像を発見する、市民性を育む総合学習
だといえる。
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